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原著
要約
柿本・広瀬（2011）は，自己がおかれた状況を現実のものであると感じる度合いである「状況の現
実感」が集団場面における集団同一視に影響を与えることを示した。本研究では，「状況の現実感」
に関連して，自己を集団の一員という自己認識に対する関心である集団成員性の現実感が集団同一視
に及ぼす影響を検討した。228名の大学生を調査対象者とし，109名の対象者には自身が所属する学科
を対象として集団同一視を測定し，残る119名の学生には私的に所属している集団について集団同一
視を測定した。学科への集団同一視を測定した対象者は成員性の現実感をより顕在化させるために学
科に関連した講義中で同一視の測定を行った。集団（学科／私的）×思いの強さ（強／弱）で２要因
分散分析を行ったところ，集団同一視に含まれる集団に対する愛着の因子で，成員性の現実感を高め
た学科では思いの弱い成員の集団同一視が思いの強い成員と同程度の同一視を示していた。しかし成
員性の現実感を高めなかった私的集団については，思いの弱い成員の同一視は低かった。これらの結
果から，成員性の現実感を高めると，思いの弱い集団成員の集団同一視が上昇することが明らかとなっ
た。
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目的
集団同一視は社会的アイデンティティ（Tajfel＆
Turner，1979）の先行要因であるとされ（Hinkle＆
Brown，１９９０；Karasawa，1988,1991)，所属集団に
対して高い集団同一視を示す成員はより明確に集団行
動に従事するようになるとされている。社会的アイデ
ンティティに基づく集団行動の度合いと，所属集団に
対する集団同一視をより関連付けるための要因のひと
つとして状況の現実感が提唱されている（柿本，2004,
2006；柿本・細野，2008)。
状況の現実感とは，ある状況におかれた当事者たち
が主観的にその状況を現実のものであると感じる当事
者のリアリテイの度合いとされる（柿本，2006)。自
分が集団状況に置かれているという状況の現実感が高
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まることで，集団成員として行動しているという意識
がより顕在化する。そのため集団に対する同一視の程
度がより集団行動に結び付きやすくなるとされている。
そのような集団状況における状況の現実感については
集団同一視の程度との直接的な関連も検討されている
(柿本・細野，２０１０；柿本・広瀬，2011)。仮想世界ケー
ム(広瀬1997）を用いた集団行動の分析を通して,
状況の現実感尺度と，ゲーム内での所属集団に対する
同一視の度合いには正の相関が見出されており，また
状況の現実感が状況への動機づけや集団成員としての
活動を経由して集団同一視に正の影響を与えていると
いった結果が示されている。これらのことより所属集
団に関連した状況の現実感が顕在化することが集団同
一視を強めることも明らかにされている。状況の現実
感には主体的関心，一回性，参加者の現実感という３
成員性の現実感が集団同一視に与える影響
っの下位因子が存在している。それぞれ主体的関心は
対象となる状況に対して興味を持ち，注意を払ってい
るかという意識，一回性はその状況が二度とはない一
回限りであると認識する認識，参加者の現実感は集団
成員自身やその他の内集団成員がその場に存在してい
るという実感に関する要因である。
柿本・細野（2010）は仮想世界ゲーム内の集団とい
う実験室集団を用いて，この状況の現実感の検討を行っ
ている。しかし現実場面において日常われわれが所属
している様々な集団では，上記の３つの要因の他にも
成員にとって集団同一視に影響を与えるような状況の
現実感の要因が存在する可能性がある。現実の場面に
おける集団は，必ずしも集団間関係のただなかにばか
りいるわけではない。日常にある実際の集団にはその
集団特有の目的が存在していることも多く，そのよう
な集団では他の集団の存在との関係性とは関わりなく，
集団特有の目的を遂行することが第一義となる。人が
所属成員として所属集団の目的に沿った行動を行えば，
集団成員の持つ成員性はより顕在化させられる。この
ことは成員にとって所属集団へのコミットメントの感
覚を強めることにつながり，その結果として集団同一
視も強化されるという予測が成り立つ。つまり
所属集団の目的によって顕在化されうる，成員性の現
実感とでもいうべき状況の現実感があることが考えら
れる。
大学の学科のような集団を例にとって考えてみると，
学科に所属する成員（学生）にとって，成員の第一の
目的はその学科の講義を受講して，その講義に関連す
る知識や技術を習得することである。このような場面
では他の集団との関係はほぼないと言っていい。しか
しながら講義中は他のどんな場面よりも学科という集
団の持つ目的に成員である学生の行動を一致させる必
要があるため，学科という集団状況の現実感が高めら
れる。そのため集団状況の中で特に集団の成員性を感
じる度合いがより顕在化させられるはずである。
講義中という集団状況における現実感は，状況の現
実感のうち主体的関心の要因に比較的近いと考えられ
る。主体的関心における，状況に対して注意を払って
いるか，という要因は成員の方からの集団行動への自
発的なコミットメントを前提としている。しかし講義
中という状況においては必ずしも集団に対するコミッ
トメントは成員個人の自発的な注意ばかりであるとは
限らない。逆に集団から成員に対して注意を向けさせ
る働きかけもある。集団同一視と集団行動のつながり
に関して理論上は集団同一視が高い成員は成員として
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の認識が高まることで集団行動をより積極的に行うと
される。しかし学科.のような公的な集団を考えてみる
と，公的な集団には集団の目的のために集団成員を活
動させるような強制力がある程度働いている。つまり，
強制力を伴った行動を行うことで集団成員は集団の目
標に沿った主観的関心を持たせられることになる。こ
のような強制力の元に集団成員として活動させること
は，活動によって成員に対して成員性を顕在化させる
ことにつながるため，結果として関連事象である集団
同一視も強まることが予想される。以上のことから集
団間の関係を持たない状況の中でも，集団の目標に沿っ
た行動を行う際には，集団の状況の現実感のうち，成
員にとって個人的な成員性の現実感とでもいうべきリ
アリティが発生することになるだろう。そしてこの成
員性の現実感もまた，状況の現実感と同様に集団同一
視の程度に影響を与えることが考えられる。
また成員性の現実感が集団同一視に影響を与えると
いう仮説に対しては，自己査定動機や自己高揚動機
と（Trope，１９８６；沼崎・工藤，1995)，社会的アイ
デンティティ獲得の動機のひとつである自己評価の
高揚動機（Tajfel＆Ｔ'urner，1979）の関わりからも
予測の根拠が導かれる。人は所属集団のステレオタイ
プが集団成員としての自己評価をも高めうる集団に
対して強い社会的アイデンティティを持つとされる
(Mussweiler，Gabriel，＆Bodenhausen，2000)。自
己評価の維持・高揚の動機づけが満たされるような集
団の社会的カテゴリーが自己定義にとって重要になり，
そのためそのような社会的カテゴリーを持つ集団が自
分の所属集団と認識され，その集団の社会的アイデン
ティティを持つようになる（越，2007)。したがって
集団同一視に関しても同様に自己評価の維持・高揚の
動機づけが満たされるような場合には同一視の程度も
高まることが考えられる。講義を通じて学科の一員と
して行動すると，講義に参加することで自己評価の維
持・高揚のチャンスが生じる。特に強制的に集団行動
が行われる場合にはもともとの集団同一視が低い成員
についても，同一視が高い成員と同様のレベルの集団
行動が行われるため，同一視が高い成員と同様の自己
評価の維持・高揚のチャンスを得られることになり，
同一視を高めるきっかけになる。
また，成員』性を高めることで，集団同一視が高まる
という予測については組織同一視の理論も論拠の助け
となる。組織同一視（Brown，1969）は個人と組織が
特別な関係にあると考える自己概念であるとされ，同
時に組織に対する労働者の帰属意識や組織へのコミッ
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トメントの度合いを説明する概念でもある。この組織
同一視の特徴は集団同一視の定義的な特徴とよく似て
いる。Brown（1969）は組織同一視の要素として，
組織と個人の目標の一致（consistencyoforgamza‐
tionalandindividualgoals）と組織成員性への自
己参照（referenceofselftoorganizationaｌｍｅｍ‐
bership）をあげている。前者については組織の持つ
目標に向かって成員が行動することを指し，後者につ
いては自己についての参照情報を組織のメンバーシッ
プに求めることを指す。組織に所属する個人の内でこ
の二つの要素が高いと，自分を組織とより同一視する
ようになる。二つの要素の内，目標の一致や自己に対
する参照情報の要素は組織から個人へと与えられる成
員性ともいえるため，この点からも集団から与えられ
る成員性と集団同一視の程度に関連があることが予測
できる。また，Hall,Schneider,andNygren（1970）
とSchneider，Hall，andNygren（1971）は組織同
一視の定義を，組織の所属する個人が組織の価値や目
標を自らに受け入れることとしている。このような状
態は集団の持つ目標に向かって成員が行動したとして
も成り立つはずである。このことからも集団から成員
性を顕在化されることによって集団同一視が高められ
るという予測が成り立つ。
本研究では実在の集団を用いて，成員が集団成員と
して行動する場合，すなわち成員性の現実感が高い場
合において集団成員の集団同一視がうける影響につい
て検討する。所属集団としては大学の学科を用い，学
科の講義中という状況を集団成員として行動する状況
とする。講義は学科という集団の成員である学生が行
う主だった集団行動である。そしてこの講義を通じて
学生という成員性の現実感が顕在化される。さらに講
義という状況は，学科に対する成員の本来の同一視の
程度に関わらず，強制力を持って成員に対して集団成
員としての行動を促す。そのため講義を通じて成員性
の現実感の高い状況に置かれることで，普段の同一視
が弱い学生であっても同一視が強化されることが予測
される。
所属集団に対する意識の強い学生と弱い学生を比較
して，それぞれの同一視が成員』性の現実感によってど
のように変化するかを観察する。さらに成員性の現実
感を顕在化させる集団成員の同一視と顕在化させない
集団の成員の同一視の程度を比較することで，成員性
の現実感の集団同一視への影響を調べる。集団同一視
が普段弱い成員であっても成員'性の現実感が顕在化さ
れる状況に置かれることで集団同一視が高まることが
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示されれば，成員性の現実感による集団同一視への影
響を示すことができるだろう。
さらに，集団同一視には数種類の構成要因が存在し
ているが，成員性の現実感と集団同一視の関わりを検
討するにあたっては，成員性の現実感からの影響につ
いて，集団同一視に含まれる要因ごとに個別に確認す
る必要があると思われる。柿本・細野（2010）では，
状況の現実感の３つの要素のうち主体的関心と集団同
一視の相関は中程度で，参加者の現実感と集団同一視
では弱い相関にとどまっていた。このことから状況の
現実感も含まれる要素によって集団同一視と関連が強
い要素と弱い要素の両方があるといえる。集団同一視
も，状況の現実感のように複数の要素から成り立って
いる。そのため翻って考えると手段同一視でも同一視
に含まれている要素によっては，状況の現実感と関係
の強い要素と弱い要素があることが予測できる。集団
同一視の異なる側面としてＬeach，Zomeren，Zebel，
Vliek，Pennekamp，Doosje＆Ouwerkerk（2008）
の集団同一視尺度に関するレビューでは，集団同一視
尺度の内容は大きく所属集団に対する感情面や満足感
などを測る項目，所属集団内の他のメンバーに対する
感情やメンバーシップを測る項目，集団成員としての
自己認識に関わる項目という３つの要因が挙げられて
いる。Duckitt，Callaghan＆Wagner（2004）も同
様に集団同一視尺度に含まれる要素として行動面の要
素，感情面の要素，自己認知の要素，所属集団におけ
る自己評価の要素の４つをあげている。そのため集団
の置かれた状況の現実感と集団同一視を比較する場合，
状況の現実感と強く関わる同一視の要素とそれほど強
くは関わらない同一視の要素がある可能性が存在する。
本研究で操作する集団状況の現実感は，成員性の顕在
化に関するもののみであるが，集団同一視の方には複
数の要因があるため，それぞれの要因と成員性の現実
感との関わりを別個に検討していく。
方法
調査対象者調査対象者は私立大学の心理学科と社会
福祉系の学科に所属する学部生228名（男性85名，女
性143名，平均年齢19.16歳)。心理学科についての調
査には，心理学科の学生のみ109名を用いた。社会福
祉系の学科の学生と一部の心理学科の学生119名は，
学生にとって私的な集団に対する調査に用いた。
所属集団の想起心理学科の調査対象者には，日常に
おいて所属しているさまざまな集団のうち普段から強
い思いを抱いて所属している集団を想起させ．このよ
成員性の現実感が集団同一視に与える影響
うな所属集団について「あなたが所属している集団の
中で最も思い入れのある集団を思い出して書いて下さ
い」という質問に回答させた。私的集団への調査対象
者のうちの66名には「あなたが私的に所属している集
団の中で最も思い入れのある集団を思い出して書いて
下さい」という質問に回答させた。回答された各調査
対象者の所属集団の内容については，調査に用いた質
問紙尺度の最初に，想起した私的集団の名前，または
種類をプライバシーに抵触しない範囲で記入させた
(例：良く遊びに行く友人のグループ，サークル，等)。
集団の持つ固有名詞に関しては伏せ字で記入させてい
る（例アルバイト先の○○社，等)。またその後の
調査を行うにあたって，最も思いの強い各所属集団に
対する所属意識を顕在化させるために，調査対象者に
所属集団の特徴や調査対象者自身に対する集団の意義
をいくつか箇条書きで簡単に説明させた。一方，私的
集団への調査対象者のうちの53名については，所属は
しているものの普段は所属していることをあまり意識
しない私的集団を想起させ，「あまり思い入れのない
所属集団を思い出して書いて下さい」という質問で回
答させ，集団の特徴や意義については記入させなかっ
た。
心理学科に所属している調査対象者に対しては思い
の強い所属集団が何であれ，学科に対してその後の調
査を行った。心理学科の調査対象者のうち思い入れの
強い所属集団を心理学科と回答した調査対象者は，思
いの強い学科の成員（Ｎ＝56）とし，心理学科.の調査
対象者で心理学科以外の私的集団を最も思いのある集
団と答えた者を思いの弱い学科の成員（Ｎ＝53）とし
た。
社会福祉系の学科の調査対象者は，先に回答しても
らった，もっとも思い入れある私的集団か，思い入れ
のない私的集団に対してその後の調査を行った。
成員性の現実感の操作調査は心理学および情報教育
の講義中に集団配布の質問紙調査で行った。調査を
行った講義は，調査対象者はそれぞれの学科ごとに行
われていた。学科に対する所属意識を尋ねている調査
対象者には，成員性の現実感を高めるために，特に学
科の学生として授業を受けている講義中に絞って調査
を行った。講義は心理学科の学生として中心的な活動
の一つであり，そこでの活動が学生としての成績や評
価と直接結びつく。そのため，心理学に関する講義中
は，所属集団である心理学科やその成員にとって成員
性の現実感が高まると考えられる。一方で，私的な所
属集団について調査を行っている対象については，授
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業中という状況は所属集団の活動や実態には関係がな
いため，成員性の現実感がない状態での集団同一視を
測ることになる。
質問紙尺度：調査対象者をそれぞれの所属集団群に分
けた後，それぞれの調査対象者が振り分けられた群の
所属集団への集団同一視を測定するために，Karasawa
(1991）が作成した集団同一視尺度12項目版を使用し
た。
所属集団の成員イメージ評価と自己評価の関連調査
対象者のうち，心理学科の調査対象者には所属集団で
ある心理学科の典型的な成員のイメージを思い浮かべ
るようにという教示の後，性格特性に関連する20個の
形容詞について，それらが内集団成員のイメージにど
の程度あてはまるかを評定させた。そして私的集団の
調査対象者には，彼らが回答した集団における典型的
な成員のイメージを想起させ評定させた。成員イメー
ジへの評価の後，自分自身についての自己イメージを
思い浮かべるよう教示し，所属集団の成員イメージ評
価に用いたものと同様の20個の特性形容詞が対象者自
身についてどの程度当てはまるかを評定させた。両方
の特性形容詞に対する評価は１（全くあてはまらない)，
から６（非常に良くあてはまる）までの６件法。また
測定に使用した特性形容詞はすべてポジティヴな意味
の単語であり，特定の集団の性質には関連しない語を
使用した。
結果
成員性の現実感が及ぼす集団同一視への影響
成員性の現実感の強さの集団同一視への影響につい
ての検討を行う。調査対象者に対して成員性の現実感
を高めた学科では，私的集団と比べて，思いの弱い成
員でも集団同一視の度合いが上昇することが予想され
る。そこで成員性の現実感の効果を確かめるために現
実感を操作した学科と，現実感の操作を行っていない
私的集団の間で集団同一視を比較する。同時に思いの
強さの間でも集団同一視を比較して成員性の現実感が
集団同一視に影響を与えているか調べる。
本研究で集団同一視の測定指標として用いた
Karasawa（1991）の集団同一視尺度には，集団に対
する愛着を測定するグループ因子（以下ＩＤg）と集
団内のメンバーに対する愛着を測定するメンバー因子
(以下、、）がある。本研究における成員性の現実感
は，講義という学科の活動に関する部分に関して操作
されている。そのため集団同一視のIDmに関しては
成員'性の現実感はそれほど大きな影響を与えていない
5.5
可能'性もあるため，ＩＤｇとIDmでは異なる集団同一
視の変化が見られることも予想される。この点を検討
するため，ＩＤｇとIDmのそれぞれの集団同一視内因
子において，所属集団への思いの強さ（強／弱）×所
属集団の種類（学科／私的集団）の２つの要因を用い
て，集団同一視尺度の点数と従属変数とする２要因の
分散分析を行った。分析の結果，ＩＤｇについては１
次の交互作用が見られた（Ｆ(1,224)＝40.29,ｐ＜､０１)。
私的な所属集団に関しては，思いが強いと感じている
成員の方が強い同一視を感じていたのに対し，学科に
ついては思いが強い成員と弱い成員の間での集団同一
視の度合いに違いは見られなかった（Figurel)。
IDｍでも１次の交互作用が見られた（Ｆ(1,224)＝
22.44,ｐ＜､01）が，こちらは学科でも私的所属集団で
も思いが強い成員の方が強い集団同一視を示すという
IDgとは異なる同一視の変化を示していた（Figure
2)。これらの結果は，成員性の現実感が集団同一視の
強さに影響を与えているという当初の予測を支持して
いるといえる。成員性の現実感を高めた学科では，
IDｇ因子で学科に対する思いの弱いはずの成員の同
一視は思いの強い成員の集団同一視と同様のレベルに
あった。その一方で高められた成員'性の現実感の内容
とは関連が強くないID、因子では，集団同一視は心
理学科でもその他の私的所属集団でも思い入れが強い
と感じている成員の方が強いという理論的な予測と合
致する結果を見せていた。これらの結果から，所属集
団の成員性の現実感を顕在化させると思いの弱い成員
でもより高い集団同一視を示すことが明らかとなった
が成員性の現実感の効果は必ずしも集団同一視全般に
影響を及ぼすものではないことも示された。
集団成員評価と自己評価の一致度に対する成員性の現
実感の影響
赤須（2013）は集団同一視が高まると，集団成員に
対するポジティヴな評価と自己に関するポジティヴな
評価が一致する度合いが高くなることを明らかにして
いる。これは，あるポジティヴな意味を持つ特性形容
詞が集団成員の性質としてあてはまると判断され，自
己の性質としてもあてはまると判断される度合いが，
集団同一視が高い成員ほど大きくなるというものであ
る。このことは所属集団と自己を同一視することで，
集団の持つ特徴を自分の特徴として認識するようにな
るという，集団同一視の現象を示しているものと考え
られる。そこで本研究においても，所属集団の置かれ
た成員性の現実感の強さによって，このような集団成
員評価と自己評価の一致度が影響を受けるのかという
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点を検討する。
成員イメージ評価と自己評価の４～６点をそれぞれ
｢ｙ：あてはまる｣，１～３点を「ｎ：あてはまらない」
というコードに変換した。そして成員評価と自己評価
のコードの組み合わせをｙｙ，ｙｎ，ｎｙ，１ｍの４通り
に分割した。４つの評価の組み合わせそれぞれの反応
数を学科と私的集団でそれぞれ求めた（Tableｌ)。
各組合せの反応数の差を所属集団（学科／私的集団）
×思いの強さ（強い／弱い）で％2検定を行ったとこ
ろ，学科（X2＝18.38,./＝3,ｐ＜･01)，私的集団（Ｘ２
＝128.37,町＝3,ｐ＜､01）の両方で反応数に有意な差
が確認された。残差分析の結果，特に集団成員にも自
分にも当てはまる反応については，どちらの集団でも
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種類による集団同一視得点
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成員性の現実感が集団同一視に与える影響
TabIel成員評価と自己評価の組み合わせによる反応数
集団あてはまるあてはまるあてはまらないあてはまらない
自己あてはまるあてはまらないあてはまるあてはまらない
学科
私的集団
思い"強
思い･弱
思い･強
思い｡弱
539
507
730
348
思いの強い成員の方が，集団の性質を自己の性質と考
える度合いが多いという結果となった。また，ポジティ
ヴな特性語が自分には当てはまるが集団には当てはま
らないという，集団と自己の性質が一致しない反応は，
学科と私的集団の両方で思いの弱い成員の方が多いと
いう結果になっていた。学科と私的集団における思い
の弱い成員同士で，集団の性質と自己の性質の一致度
を比較したところ，どちらにも当てはまる反応の数が
学科の対象者の方が有意に多い結果となり（x2＝
62.70,〃＝3,ｐ＜､01)，成員性の現実感による一致度
への影響が確認された。以上の結果から，本研究にお
ける成員性の現実感が強まることによる集団同一視の
上昇が確認され，同時に発生する集団同一視の上昇は，
集団行動における規範に対して起きていることも示唆
される。
考察
成員性の現実感を高めた条件下では，所属集団であ
る学科に対して思いの弱い成員が示した集団同一視の
程度は思いの強い成員と同程度の高さであった。一方，
成員性の現実感を顕在化させていない私的集団では，
思いの強い成員の集団同一視は高く，思いの弱い成員
の同一視は低かった。この結果から，成員性の現実感
によって学科への思いの弱い所属成員の成員性が顕在
化し，集団同一視が高まったことが考えられる。した
がって全体的な結論として，成員性の現実感が集団同
一視に影響を与えるという当初の予想は支持されたと
いえるだろう。
本研究における成員性の現実感の操作は，心理学に
関連する授業を行っている講義時間に調査を行うとい
うものであった。学科の授業は学科の学生としては
まず目的の第一義であり，学科という集団の一員と
して行うべき行動である。そのため特に集団同一視
の中でも集団に対するコミットメントの側面に影響が
表れること予想していたが，実際に集団同一視尺度
(Karasawa，1991）の集団そのものへの愛着を示す項
目をまとめたグループ因子（ＩＤg）において効果は顕
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著に表れていた。したがって，成員性の現実感は集団
同一視全般ではなく成員性の現実感が関連する同一視
の一部分，本研究では心理学科の学生としての行動の
面に対して特に影響を及ぼすものであることがわかる。
また思いの弱い成員の集団同一視が高まっていたこ
とについては，集団成員としての行動である講義が強
制力を持っていたためだと考えられる。活動の強制力
のせいで思いの弱い成員にとっては，集団成員として
の活動を行わなければならなくなる。この状況では一
時的に，学科が思いの弱い成員にとって離脱すること
ができない好ましくない集団となる。集団間の地位で
劣位集団を成員にとっての好ましくない集団と考える
と，所属集団が劣位集団で，さらにそこから別の集団
への移動が許されない場合には内集団同一視が逆に高
まるというEllemers，Wilke，＆VanKnippenberg
(1993）の実験状況と似ている。そのため本研究の条
件では思いの弱い成員において特に集団同一視の上昇
が起きたと考えられる。
集団の性質を自分の性質とする，集団評価と自己評
価の一致度に関しては，集団にも自分にも当てはまる
とする反応の数が，集団同一視が高い集団カテゴリー
ほど多くなっていた。このことから，当てはまる反応
の一致度が集団同一視の認知的側面を示していると考
えることは妥当であると判断できる。その上で，所属
集団の成員性の現実感の影響を考える。成員性の現実
感の影響でIDｇ因子での同一視得点同様，学科では
集団評価と自己評価の一致度が，思いの強い成員と弱
い成員で同等のレベルとなることも予測されたが，実
際の結果は予測とは異なっていた。本研究では成員性
の現実感は，講義中という状況下で否応なしに学科の
学生として行動することで顕在化しているため，特に
学科の学生としての行動面や学科という集団への愛着
に関する部分に影響が及んでいる。すなわち成員性の
現実感は授業中における行動面や集団そのものへのコ
ミットメントという集団同一視の一部分に対して影響
が及んでいた。集団表象の自己への取り入れである評
価の一致度には集団行動面やコミットメント以外の集
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団同一視の要素も含まれるため，同一視の程度ほど大
きな効果が及ばなかったものと思われる。そのため成
員性の現実感が高まっても思いの強い成員の方が特性
の一致度が依然高いままだったと推測できる。
ただ，学科と私的集団の問で，思いの弱い成員同士
で当てはまる反応同士の一致度を比較してみると，学
科の成員方が私的集団の成員よりも一致度は大きい。
この結果を成員性の現実感の同一視への影響は部分的
であづたという考察とあわせて考えると，思いの弱い
成員の一致度も成員性の現実感の影響を部分的に受け
ているといえるだろう。本研究における成員性の現実
感は学科の学生としての行動に関わるものであった。
評価に用いた特性形容詞の中には，人の行動に関する
ものも含まれており，そのような特性形容詞における
一致度は成員性の現実感に影響を受けたものと思われ
る。そして行動面に関連しない特性を表す形容詞に関
する一致度には成員性の現実感の影響がおよばなかっ
たとすると，全体として一致度の上昇は平均されたこ
とでIDｇ因子の集団同一視の程度ほどの影響を受け
ず，結果として一致度は中程度の上昇として示された
のだろう。
特性形容詞への判断のうち，集団には当てはまらず，
自分には当てはまるというｎｙの組み合わせは，集団
には当てはまらないポジティヴな特性を自分は持って
いるという，集団の性質を自己の性質とはみなしてい
ない反応の一種だといえるが，学科への思いの弱い成
員ではこの反応の数が思いの強い成員よりも明らかに
多いため，本来は思いの弱い成員は，集団の特性を自
己の特性とすることに消極的であったが，成員性の現
実感の影響で，無意識に特性の取り込みが促進された
可能性もあるが，この点を明確に示す論拠は本研究の
結果には見られないため，今後の研究課題である。
集団同一視をより術臓的に概念化しているといえる
自己カテゴリー 化理論（Turner，Hogg，Oaks，
Richer，＆Wetherell，1987）では，個人が持ってい
る自己概念は集団からもたらされる自己概念と本来の
自己概念の２通りがあるとされ，個人が置かれた状況
が集団状況と個人的な状況のどちらよりであるかによっ
て集団成員としての自己概念か個人的な自己概念のど
ちらかが顕在化するとされている。このことは集団成
員性の現実感が高まった際の集団同一視の上昇の根拠
ともなっていた。しかし今回の結果から，自己概念と
集団の成員性は必ずしも完全にイコールではない可能
性がみてとれる。つまり，集団成員性の現実感が増し
ていても，集団同一視の上昇と集団成員評価と自己評
－７－
価の一致度にやや開きがあることから，本研究におけ
る所属集団にとっての成員性の現実感は，集団同一視
を高めていても，集団成員としての自己概念の強さに
は同一視得点ほどの影響を与えていない。このことが
集団成員性には関わるが自己概念には関わらない集団
同一視があることの示唆となっている。今後，この点
は考慮されるべきであろう。
また，本研究の結果は集団同一視の程度と社会的ア
イデンティティに基づく集団行動との間に中程度の相
関しかない（Hinkle＆Brown，1990）という指摘に
対する一つの解釈にもつながる。本研究では講義参加
という形で強制力をもって集団行動に従事させた学生
の内，学科に思いの弱いはずの学生の集団同一視が高
まっていた。つまり集団成員としての行動を通じるこ
とで，集団同一視が上昇するならば，社会的アイデン
ティティに基づく集団行動をしている集団は一時的に
全体的に高い集団同一視を示す成員によって構成され
ている可能性が出てくる。つまり理論的には集団内に
高い成員から低い成員までそろった集団同一視と集団
行動の程度の間で高い相関が出る予測になっているが，
実際は集団同一視の高い成員ばかりと相関をとってい
るために，予測された相関よりも弱い相関になってし
まう可能性も本研究の結果から示唆される。
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TheeffectsofSenseofMembershipRealty（SMR）togroupidentification
DAIsuKEAKAsu（２１ﾉｉｅ恥s雄ｕｔｇＱ／ＣｏｍｐａｒａｔｊＵｇＳｍｄｉｊｅｓＱ/”ｇｍａｔｊｏｎａＺＣ皿皿『gsa7zdSocieties，
KurumgU7zfUersj妙）
TsuNEoKITo（Dep”t77ze7ztq/PSycﾉZojogy,KurumeU7zjUe7sjty）
Abstract
lnthisarticleweassumedtheSenseofMembershipReality（SMR）ａｎｄｃｏｎｆｉｒｍｅｄｈｏｗｉｔｅｆｆｅｃｔｔｏｇｒｏｕｐ
identification，ParticipantswerelO9psychologycoursestudentsandll9othercoursestudents，Psychology
coursestudentsansweredtogroupidentificationscalequestiolmairetopsychologycourse、Ahalfofpsychology
coursestudentsfavorpsychologｙcourse，andtheotherhalfofpsychologycoursestudentsdisfavorpsychology
course・Anotherll9answeredtogroupidentificationscalequestionnairetotheirmostorleastfavoriteper‐
sonalgroup、Weexammethepsychologycoursestudentsduringclassaboutpsychologｙｃｌａｓｓｔｉｍｅｉｎｏｒｄｅｒｔｏ
ａｃｔualizetheSMRforpsychologygroupstudents､Weconductedthetwo-wayANOVAgrouｐ（psychology/per‐
sonal）xgroupfavorability（favor/disfavor)．Ｉｎｃａｓｅｏｆｔｈｅｆａｃｔｏｒｆｏｒｇｒｏｕｐｃｏｍｍｉtment（IDg）ingroupiden‐
tificationscale，disfavoredpsychologystudentsshowedhighidentificationscoreassamelevelasfavored
psychologystudents・Thedegreeofcoincidenceofgroupｍｅｍｂｅｒevaluationoftheaffiliationgroupandself-
valuationindisfavoredpsychologygroupstudentsroseuptosomeextent・Fromtheseresults，ｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｔｈｅ
SMRtogroupidentificationiscleared．
Keywords：theSenseofMembershipReality，groupidentification，groupfavorability
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